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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月21日(2010.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂組成物全体を基準として、重量平均分子量が５００～４５００のシアネート樹脂１
０～５０重量％、無機充填材３０～８０重量％、ビフェニルジメチレン型エポキシ樹脂を
含むエポキシ樹脂２～４０重量％を含む樹脂組成物を基材に含浸して得られるプリプレグ
であって、
　前記プリプレグを硬化して得られる硬化物の厚さ方向の膨張率（α1）が１０ｐｐｍ／
℃以上、２５ｐｐｍ／℃以下であることを特徴とするプリプレグ。
【請求項２】
　前記硬化物のガラス転移温度が２１０℃以上であることを特徴とする請求項１に記載の
プリプレグ。
【請求項３】
　ビフェニルジメチレン型エポキシ樹脂が下記式（III）で表されることを特徴とする請
求項１または２に記載のプリプレグ。

【化１】

（上記式中、ｎは１～１０である。）
【請求項４】
　前記無機充填材が、平均粒径０．０１～５μｍの球状溶融シリカであることを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項５】
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　前記樹脂組成物中に、前記シアネート樹脂が２０～４０重量％、前記無機充填材が３０
～７０重量％含まれることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項６】
　前記樹脂組成物中に、前記無機充填材が４５～７０重量％含まれることを特徴とする請
求項１乃至５のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項７】
　前記樹脂組成物中に、前記エポキシ樹脂が５～２０重量％含まれることを特徴とする請
求項６に記載のプリプレグ。
【請求項８】
　前記樹脂組成物中に、前記シアネート樹脂が２０～４０重量％、前記無機充填材が４５
～７０重量％、前記エポキシ樹脂が６～１１重量％含まれることを特徴とする請求項１乃
至４のいずれかに記載のプリプレグ。
【請求項９】
　更に、フェノール樹脂を含むものであることを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに
記載のプリプレグ。
【請求項１０】
　前記樹脂組成物中に、前記フェノール樹脂が１～５５重量％含まれることを特徴とする
請求項９に記載のプリプレグ。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれかに記載のプリプレグを１枚以上有することを特徴とする積
層板。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　このような目的は、下記（１）～（１１）記載の本発明により達成される。
（１）樹脂組成物全体を基準として、重量平均分子量が５００～４５００のシアネート樹
脂１０～５０重量％、無機充填材３０～８０重量％、ビフェニルジメチレン型エポキシ樹
脂を含むエポキシ樹脂２～４０重量％を含む樹脂組成物を基材に含浸して得られるプリプ
レグであって、
　前記プリプレグを硬化して得られる硬化物の厚さ方向の膨張率（α1）が１０ｐｐｍ／
℃以上、２５ｐｐｍ／℃以下であることを特徴とするプリプレグ。
（２）前記硬化物のガラス転移温度が２１０℃以上であることを特徴とする上記（１）に
記載のプリプレグ。
（３）ビフェニルジメチレン型エポキシ樹脂が下記式（III）で表されることを特徴とす
る上記（１）または（２）に記載のプリプレグ。
【化１】

（上記式中、ｎは１～１０である。）
（４）前記無機充填材が、平均粒径０．０１～５μｍの球状溶融シリカであることを特徴
とする上記（１）乃至（３）のいずれかに記載のプリプレグ。
（５）前記樹脂組成物中に、前記シアネート樹脂が２０～４０重量％、前記無機充填材が
３０～７０重量％含まれることを特徴とする上記（１）乃至（４）のいずれかに記載のプ
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リプレグ。
（６）前記樹脂組成物中に、前記無機充填材が４５～７０重量％含まれることを特徴とす
る上記（１）乃至（５）のいずれかに記載のプリプレグ。
（７）前記樹脂組成物中に、前記エポキシ樹脂が５～２０重量％含まれることを特徴とす
る上記（６）に記載のプリプレグ。
（８）前記樹脂組成物中に、前記シアネート樹脂が２０～４０重量％、前記無機充填材が
４５～７０重量％、前記エポキシ樹脂が６～１１重量％含まれることを特徴とする上記（
１）乃至（４）のいずれかに記載のプリプレグ。
（９）更に、フェノール樹脂を含むものであることを特徴とする上記（１）乃至（８）の
いずれかに記載のプリプレグ。
（１０）前記樹脂組成物中に、前記フェノール樹脂が１～５５重量％含まれることを特徴
とする上記（９）に記載のプリプレグ。
（１１）上記（１）乃至（１０）のいずれかに記載のプリプレグを１枚以上有することを
特徴とする積層板。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
【化３】
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